
 1 

会  議  録 

会 議 名 第２３期小金井市公民館企画実行委員の会議 第９回 

事 務 局 公民館本館 

開 催 日 時 平成２７年 ４月７日（火）午前１０時～１１時３０分 

開 催 場 所 公民館本館 学習室Ａ 

出 席 委 員 菅沼委員、花渕委員，福井委員、野口委員、山本委員 

欠 席 委 員  

事 務 局 員 若藤事業係長 長堀主事（再任用）、岡本主任、森田臨時職員 

傍 聴 の 可 否  可 傍聴者数  なし  

傍聴不可・一部 

不可の場合は、 

その理由 

 

会 議 次 第 １ 職員の人事異動について 

 

２ 第３２期第１６回公民館運営審議会の報告 

 

３ 主催事業について 

⑴ 市民がつくる自主講座について（報告） 

⑵ 市民映画会について（報告） 

⑶ 障害者青年学級について（報告） 

⑷ 成人大学講座について（報告） 

⑸ 平成２７年度高齢者学級シルバー大学について 

⑹ 平成２７年度成人大学講座準備会について 

⑺ その他 

 

４ その他 

 

５ 配付資料 

⑴ 会議次第 

⑵ 第３２期第１６回小金井市公民館運営審議会の報告 

⑶ 平成２６年度市民がつくる自主講座実施報告 

⑷ 平成２６年度市民映画会実施報告 

⑸ 平成２６年度障害者青年学級実施報告 

⑹ 平成２６年度成人大学講座実施報告 
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会  議  結  果 

〔司会〕福井委員 

 

１ 職員の人事異動について 

若藤係長  ４／１付異動。鈴木（本町分館）が退職。山崎（庶務係）が子育て支援課へ。

牛込が生涯学習課から庶務係へ。倉澤（東分館）が本町分館へ異動し産休、代

替として宗像が本町分館へ。岡本（本館）が東分館へ。本館に森田が配属。 

菅沼委員  新年度になったので異動後の新しい事業予定表を作成してください。 

司  会  では次回提出してください。 

 

２ 第３２期第１６回公民館運営審議会の報告 

若藤係長  報告事項（公民館業務の見直し、都公連委員部会、今期公運審の日程、公民

館事業の報告、その他）、協議事項（平成２７年度都公連定期総会代議員の選

出）、審議事項（公民館事業の計画、小金井市公民館手帳）、詳細は別紙の通り。 

菅沼委員  公運審は「東分館のＮＰＯ委託は条件が整ったと判断できれば可」との答申 

を出したが、その検証はどうなっているのですか？ 

司  会  ７月が今期最後の審議会とのことですから、それまでにそのことを議題にの 

せるよう職員がサポートする必要があります。 

野口委員  企画実行委員からそういう意見があったことを公運審委員に伝えてくださ

い。 

司  会  小金井市公民館手帳は何部作製し、どの範囲に配布されるのですか？ 

花渕委員  東分館へのＮＰＯ委託はいつ正式に決定されるのですか？ 

司  会  これらについては分かる範囲で聞いておいてください。 

 

３ 主催事業について 

⑴ 市民がつくる自主講座 

岡本主任  一般部門は８講座、延べ参加者数５５７人、男女共同参画部門は７講座、延

べ参加者数４８８人でした。詳細は別紙の通り。 

⑵ 市民映画会 

岡本主任  平成２６年度の総参加人数は７８４人、平均して毎回５０～６０人の参加で

した。１０月からは貫井北分館と本館と交互に開催し、貫井北分館ではＤＶＤ

での上映となりました。平成２７年度も私が担当します。詳細は別紙の通り。 

⑶ 障害者青年学級 

若藤係長  ４月から翌年３月まで年間２５回開催、サマーキャンプや修学旅行など宿泊

もあります。参加者は５３人で定員５０人を超過。そのため新規募集はしてい

ませんが、希望に応じて随時受け入れています。継続参加者が多いため、中に

は６０歳前後の方もいる等参加者の高齢化が課題です。ボランティアが２３人

いますが、この方たちの協力がなければとてもやっていけない状態です。ボラ

ンティアは引き続き募集しています。詳細は別紙の通り。 

菅沼委員  学級生の入れ替えはあるのですか？ 

若藤係長  入れ替えはありませんが、毎年度毎に参加申込書を出してもらいます。 

菅沼委員  日曜日の半分はこの学級に掛かりきりになるわけですから、宿泊もあるよう

ですし、大変な業務だと思います。 
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⑷ 成人大学講座 

長堀主事  参加者数１２５人、延べ３１６人、毎回１００人以上の出席。４０代以下の

参加者が５人、８０代が１８人、出席率は約８４％。講師の話が素晴らしく、

地域を見つめる視点をテーマとした企画も良かったと思います。課題として、

２５年間継続している事業ですが東京学芸大学との連携の意味が変化してき

ていること、多数の参加者の終了後の学習継続及びつながりづくり、この２点

を上げておきます。詳細は別紙の通り。 

菅沼委員  東京学芸大学側から断られない限り、この講座は同大学を会場とする現在の

形を継続するべきだと思います。 

野口委員  学習継続については、アンケートの中で意向を伺う方法もあります。意思の

ある方は名前と連絡先を書いてもらうとか、何らかの係わり方を考えてみては

如何かと思います。 

⑸ 平成２７年度高齢者学級シルバー大学 

長堀主事  講師の名前や回のタイトルなど最後まで未定だった部分も決まり、参加受付

を待つばかりとなりました。すでに早々と１２人ほどの応募があります。 

⑹ 平成２７年度成人大学講座 

長堀主事  昨年度、会場確保に苦労したので、今年度は早めに交渉したいと思います。

８月から９月の火曜日の３回を希望し、先に会場確保した上で企画に入りたい

と思います。 

司  会  次回のこの会に内容を決めたいと思います。各自考えてきてください。 

 

４ その他 

⑴ 企画実行委員連絡会について 

菅沼委員  ５／１９に予定されています。提出する資料の用意をお願いします。 

司  会  出席できる人で対応したいと思います。 

⑵ 利用者懇談会について 

菅沼委員  利用者懇談会は各館で開催しているのですか？ 年に何回開催等のルール

はあるのですか？ 先日、本館の利用者懇談会に出席してみて、市民の声を吸い

上げるにもとてもよい企画だと思いました。是非もっとやればいいと思います。 

若藤係長  利用者懇談会の開催状況は各館によりばらつきがあります。開催している館

でもせいぜい年に１回です。利用者懇談会だけの開催だとなかなか人が集まらな

いのでロッカー抽選等と重ねて利用者が集まり易い工夫をしています。 

長堀主事  貫井北分館では委託仕様書に明記されているので年に２回開催しています。

委託施設で開催しているのに直営施設で開催しないわけにはいかないと思いま

す。範を示すべく本館も開催しました。直接顔を合わせて話し合うことは、公民

館側、利用者側、相互にそれぞれ意義があると思います。 

⑶ その他 

司  会  次回は、５／１２（火）午前１０時から行います。（開館日です。） 

      本日はこれにて終了します。お疲れさまでした。 

 

 


